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今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

８月10日（月）まで

８月３１日（月）まで

①　源泉所得税には復興特別所得税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期間）の終了日は各
月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特例は適用後２年
間継続が要件である。

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和８年７月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和８年６月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法
人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和８年５月期）　
２カ月延長法人（令和８年４月期）
④　消費税・地方消費税の確定申告（１カ月ごと）（６月期）
⑤　消費税・地方消費税の確定申告（３カ月ごと）（３月、６月、９
月、１２月期）

⑥　法人の中間申告（半期・１２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　消費税・地方消費税の中間申告納付
直前期年税額４，８００万円超のとき　１カ月ごと（６月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき　3カ月ごと（３月、９月、１２月
期）

意
見
書
の
骨
子
案
、検
討
開
始

─
企
会
審
サ
ス
テ
ナ
情
報
保
証
部
会

監
　
　
査

去
る
７
月
３
日
、
金
融
庁
は
第
２

回
企
業
会
計
審
議
会
第
２
回
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
保
証
部
会
（
部
会

長
：
阪
智
香
・
関
西
学
院
大
学
商
学

部
教
授
）
を
開
催
し
た
。

意
見
書
の
全
体
像
お
よ
び
骨
子
イ

メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ

た
。主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

基
準
の
性
格
・
策
定
の
あ
り
方

⑴　
基
準
の
性
格

事
務
局
は
、
国
際
基
準
と
同
等
な

基
準
と
し
つ
つ
必
要
な
調
整
を
行
っ

た
も
の
を
わ
が
国
の
保
証
基
準
等（
保

証
基
準
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ａ
５
０
０
０
）、
品

質
管
理
基
準
（
Ｊ
Ｓ
Ｑ
Ｍ
１
）、倫
理
・

独
立
性
基
準
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
））
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵　
基
準
策
定
の
あ
り
方

事
務
局
は
、
基
準
策
定
の
あ
り
方

に
つ
い
て
主
に
次
の
よ
う
な
対
応
案

を
示
し
た
。

①　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
保

証
業
務
が
新
し
い
分
野
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
た
も
の
」
で
は
な
く
、
保

証
業
務
実
施
者
が
遵
守
す
べ
き
保

証
基
準
、
品
質
管
理
基
準
、
倫
理・

独
立
性
基
準
と
し
て
法
令
に
お
い

て
指
定
す
る
も
の
と
整
理
す
る
。

②　
保
証
基
準
等
の
具
体
的
な
策
定

の
あ
り
方
と
し
て
、
日
本
公
認
会

計
士
協
会
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

保
証
業
務
実
施
指
針
５
０
０
０
」

等
を
も
と
に
、
適
切
な
修
正
等
を

行
い
、
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え

て
策
定
す
る
。

委
員
か
ら
は
、
①
に
つ
い
て
、
新

し
い
分
野
で
は
あ
る
も
の
の
当
部
会

で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
法

令
で
指
定
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、「
一

般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
た
も

の
」
と
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
。

保
証
業
務
に
関
す
る
重
要
な
事
項

保
証
業
務
に
関
す
る
重
要
な
事
項

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
挙
げ

ら
れ
た
。

⑴　
保
証
範
囲

法
令
に
よ
っ
て
第
三
者
保
証
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い

て
、
当
初
２
年
間
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
部
分
保
証
（
ス
コ
ー
プ
１
・
２

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ

ス
ク
管
理
）
に
お
い
て
は
、
保
証
業

務
実
施
者
が
結
論
を
表
明
す
る
た

め
、
適
用
さ
れ
る
規
準
お
よ
び
保
証

範
囲
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

⑵　
財
務
諸
表
と
の
関
係

財
務
諸
表
監
査
人
と
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
情
報
の
保
証
業
務
実
施
者
が

異
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
両
者
が
適
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶　
そ
の
他
留
意
す
べ
き
事
項

法
令
に
基
づ
く
第
三
者
保
証
は
、

保
証
実
務
が
い
ま
だ
発
展
途
上
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
実
務
や
制

度
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
考

え
方
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
保
証
業
務
実
施
者
に
は

指
導
的
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、「
指
導
的
機
能
を

期
待
す
る
と
あ
る
が
、
独
立
性
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
、
追

加
の
記
述
が
必
要
」
と
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

国
際
基
準
と
の
調
整

前
回
会
議
に
お
い
て
国
際
基
準
と

の
調
整
を
検
討
す
る
と
さ
れ
た
次
の

論
点
に
つ
い
て
意
見
書
に
記
載
す
る

骨
子
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任
を
負
う
者

事
務
局
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任

を
負
う
者
に
つ
い
て
、「
会
社
法
の

機
関
の
設
置
に
応
じ
て
、
監
査
役
等

（
監
査
役
、
監
査
役
会
、
監
査
等
委
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ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
事
件

の
教
訓（
前
編
）

 

樋
口　

晴
彦

管
理
部
門
必
修

リ
ス
ク
管
理
講
座

循
環
取
引
は
不
正
会
計
の
一
種
で
、

参
加
し
た
企
業
は
簡
単
に
売
上
額
を

増
や
せ
る
だ
け
で
な
く
、
利
益
を
計

上
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
典

型
的
な
兆
候
は
次
の
諸
点
で
す
。

①　
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が

マ
イ
ナ
ス

②　

売
掛
金
や
受
取
手
形
の
金
額

が
増
大

③　

特
定
の
取
引
相
手
に
対
す
る

与
信
額
が
急
激
に
膨
張

④　
在
庫
が
発
生
し
な
い
取
引

循
環
取
引
に
は
取
引
の
実
体
が
な

く
、
帳
簿
上
は
利
益
が
上
が
っ
て
い
て

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に
で
き
な
い
の
で
、
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
（
①
）。
こ
の
循
環
取
引
を

通
じ
て
参
加
企
業
が
利
益
を
計
上
す

る
と
、
そ
れ
と
同
額
の
含
み
損
が
必

ず
発
生
し
ま
す
。
そ
の
含
み
損
の
隠

し
場
所
と
な
る
勘
定
科
目
が
売
掛
金

や
受
取
手
形
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
金
額

が
不
自
然
に
増
え
て
い
き
ま
す
（
②
）。

そ
し
て
、
特
定
の
企
業
に
対
す
る
売

掛
金
や
受
取
手
形
が
膨
張
し
、
通
常

の
与
信
枠
で
は
足
り
な
く
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
（
③
）。
商
品
を
在
庫
と

し
て
抱
え
て
い
る
と
、
偽
装
す
べ
き
証

憑
の
数
が
一
気
に
増
え
る
の
で
、
在
庫

を
持
た
な
く
て
済
む
も
の
を
取
引
対
象

と
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
（
④
）。

２
０
２
５
年
12
月
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
の
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
（
ビ
社
）
と

そ
の
子
会
社
の
Ｘ
社
で
循
環
取
引
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
連
結
決
算
へ
の
影
響
は
、

２
０
２
２
年
度
以
降
の
売
上
総
利
益
の

訂
正
額
が
▲
４
９
９
億
円
で
し
た
。

Ｘ
社
で
は
２
０
１
７
年
に
広
告
代

理
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
業
績

が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
担
当
者

の
Ｙ
氏
が
循
環
取
引
を
開
始
し
ま
し

た
。
広
告
代
理
事
業
は
在
庫
が
発
生

せ
ず
、
循
環
取
引
に
う
っ
て
つ
け
で
し

た
。
参
加
し
て
く
れ
る
企
業
に
は
「
手

数
料
」
と
し
て
利
益
を
提
供
し
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
度
に
は
同
事
業
の

売
上
高
が
２
８
８
億
円
（
Ｘ
社
全
体
の

83
％
）
に
成
長
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
循
環
取
引
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
成
長
ぶ
り
に
ビ
社
が
目
を
付

け
ま
し
た
。
本
業
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
が
頭
打
ち
と
な
り
、
新
規

事
業
の
発
掘
を
進
め
て
い
た
の
で
す
。

２
０
２
２
年
末
に
ビ
社
は
、
Ｘ
社
と
川

下
企
業
の
間
に
ビ
社
が
割
っ
て
入
る
形

で
、
自
ら
広
告
代
理
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ビ
社
は
親
会
社
の
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
か
ら
多
額
の
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
を
受
け
て
資
金
を
ど
ん
ど
ん
注
ぎ

込
ん
だ
た
め
循
環
取
引
は
急
激
に
膨

張
し
、
２
０
２
５
年
度
に
は
取
引
総
額

が
５
、０
０
０
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

ど
う
し
て
ビ
社
は
循
環
取
引
を
見

抜
け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
調
査

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ビ
社
に
は
広
告

代
理
事
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
う
え
に
、
Ｙ
氏
の
偽
装

工
作
は
な
か
な
か
巧
妙
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
前
述
し
た
循
環
取
引

の
兆
候
は
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
ろ

く
な
調
査
も
せ
ず
に
看
過
し
た
責
任

は
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
真
っ
当
な
経
営
感
覚
が
あ

れ
ば
、
こ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
存
在
す
る

わ
け
が
な
い
と
気
づ
い
て
し
か
る
べ
き

で
し
た
。
こ
の
商
流
は
、
つ
ま
る
と
こ

ろ
上
流
代
理
店
か
ら
依
頼
を
受
け
た

仕
事
を
下
流
代
理
店
に
流
し
て
い
る
だ

け
で
す
。
そ
れ
が
こ
れ
ほ
ど
驚
異
的

な
速
さ
で
成
長
し
、
粗
利
益
も
約
５
％

に
達
し
て
い
る
と
い
う「
濡
れ
手
に
粟
」

の
よ
う
な
話
を
真
に
受
け
る
な
ど
ど
う

か
し
て
い
ま
す
。

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
担
当
取

締
役
を
含
む
多
く
の
関
係
者
が
こ
の

取
引
に
対
し
て
不
審
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
徹

底
的
な
調
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
の

は
、
前
述
の
と
お
り
本
業
が
頭
打
ち

に
な
っ
て
、
な
ん
と
か
し
て
新
規
事
業

を
発
掘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
焦

燥
に
駆
ら
れ
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
。

ま
さ
に
「
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
」
の
言
葉

ど
お
り
で
す
。

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
研
究
学
会
理
事
　
博
士（
政
策
研
究
）

員
会
ま
た
は
監
査
委
員
会
）、
取
締

役
会
が
該
当
す
る
」
と
す
る
考
え
方

を
示
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
経
営
者
が
含
ま

れ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
た
め
、

監
査
役
等
の
み
で
よ
い
の
で
は
」
と

い
う
意
見
と
「
取
締
役
会
が
入
っ
て

い
な
い
ほ
う
が
違
和
感
が
あ
る
」
と

の
両
論
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
部
分
保
証

適
用
さ
れ
る
規
準
お
よ
び
保
証
範

囲
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
内
閣
府
令
に
お
い
て
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
保
証
報
告
書
の

記
載
内
容
に
つ
い
て
も
明
確
化
を
」

と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑶　
審　
査

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
保
証

業
務
の
質
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
基

準
に
お
い
て
審
査
を
明
示
的
に
要
求

事
項
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

⑷　
引
継・共
同
保
証

監
査
法
人
・
監
査
法
人
以
外
間
に

お
け
る
引
継
・
共
同
保
証
へ
の
対
応

の
重
要
性
に
鑑
み
、
基
準
に
お
い
て

引
継
・
共
同
保
証
を
明
示
的
に
要
求

事
項
と
す
べ
き
と
さ
れ
た
。

長
期
金
利
上
昇
と
財
政
要
因
の
影
響

金
　
　
融

長
期
金
利
は
７
月
に
入
り
、
上

昇
が
意
識
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
新
発
10
年
物
国
債
の
利
回

り
は
、
一
時
２
・
８
％
台
ま
で
上
昇

し
、
１
９
９
６
年
10
月
以
来
、
約
30

年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ
た
。
７
月

８
日
時
点
で
も
10
年
物
国
債
利
回
り

は
２
・
８
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

長
期
金
利
は
高
水
準
圏
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
市
場
で
は
、
日
銀
に
よ
る

追
加
利
上
げ
観
測
が
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
１
つ
の
要
因
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
政
府
の
経
済
財
政
運
営
方
針

を
め
ぐ
る
国
債
売
り
圧
力
も
無
視
で

き
な
い
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
が
日
銀
に
対
し
、
成
長
戦
略

と
整
合
的
な
金
融
政
策
運
営
を
求
め

る
と
の
見
方
が
出
る
一
方
で
、
財
政

健
全
化
姿
勢
が
後
退
す
る
と
の
受
止

め
も
あ
り
、
財
政
拡
張
を
優
先
す
る

政
府
が
日
銀
の
利
上
げ
判
断
を
制
約

す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
市

場
で
意
識
さ
れ
た
。
た
だ
、２
・
８
％

台
へ
の
上
昇
を
追
加
利
上
げ
観
測
だ

け
で
説
明
す
る
に
は
不
十
分
だ
。
む

し
ろ
、
財
政
拡
張
に
よ
る
国
債
需
給

の
悪
化
を
市
場
が
予
見
し
、
国
債
利

回
り
に
財
政
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を

上
乗
せ
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。
財
政
健
全
化
姿
勢
が
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2026年
7月3日

少数株主保護に関する上場制度の
見直し等に係る有価証券上場規程
等の一部改正について

東証

上場子会社等を対象に、取締役選任議案に対する少数株主の賛成割合等の開示の
義務化、独立役員の独立性基準の拡充や開示の見直し等、所要の改正を行うもの。
https://www.jpx.co.jp/rules-participants/rules/revise/t13vrt000001ivb8-
att/gaiyo.pdf

2026年
7月7日

改正企業会計基準27号
「法人税等に関する会計基準」等 ASBJ

「法人税等に関する会計基準」等において、適用対象となる税金に関して、原則的
な定めを置き具体的な税金を特定しない方法に見直す等の改正を行うもの。
https://www.asb-j.jp/jp/accounting_standards/y2026/2026-0707.html

2026年
7月8日

金融庁告示46号「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則
に規定する金融庁長官が定める企
業会計の基準を指定する件の一部
を改正する件」および金融庁告示47
号「連結財務諸表の用語、様式及び作
成方法に関する規則に規定する金
融庁長官が定める企業会計の基準
を指定する件の一部を改正する件」

金融庁

ASBJが2026年1月9日に公表した企業会計基準41号「後発事象に関する会計基
準」および企業会計基準42号「『中間連結財務諸表等の作成基準』の一部改正（その
2）」を、財務諸表等規則および連結財務諸表規則に規定する一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に指定するもの。
https://www.fsa.go.jp/news/r8/sonota/20260708/20260708.html

2026年
7月9日 令和8年度　税制改正の解説 財務省

令和8年度税制改正に関する内容を主税局担当者が税目ごとに解説するもの。関
連者間取引に係る書類の整理保存の特例の創設、防衛特別所得税の創設などにつ
いて解説されている。
https://www.mof.go.jp/tax_policy/tax_reform/outline/fy2026/explanation/
index.html

特集

第2章

第1章

第3章

知財活用の裏にAI学習を含む流出リスクが

知的財産に関する
サプライチェーン管理の要点

知財の種類ごとに整理する
知的財産とサプライチェーン
管理をめぐる問題点
対象・利用範囲・目的の特定がカギ
サプライチェーンとの知的財産
関連契約締結の留意点
契約を機能させるための運用とは
知的財産のサプライチェーン
管理・運用における留意点

CGコードでは知財投資・活用戦略の開示が求められるなど、特許やノウハウといった
知的財産というリソースを、自社内のみならず、製造委託、共同開発など外部で使用させ
ることによって、価値化していくことが求められている。その一方、外部で使わせること
は、情報流出のリスクが高まることとなる。また、昨今は外部で自社の知財情報がAIの学
習に利用されることによる流出リスクにも留意が必要だ。そこで、本特集では、サプライ
チェーンに知財を使用させる際の管理方法について解説していただいた。上場企業の経
営企画等の担当者が、専門家と連携して、このリスク管理に取り組む際の「見取り図」とし
て、活用されたい。

浅原　弘明OLD NEW THINGS法律事務所
弁護士

弱
ま
れ
ば
、
政
策
金
利
の
見
通
し
と

は
別
に
、
日
本
国
債
を
保
有
す
る
こ

と
へ
の
リ
ス
ク
が
利
回
り
に
反
映
さ

れ
や
す
く
な
る
。
さ
ら
に
、
政
府
が

日
銀
の
利
上
げ
判
断
を
制
約
す
る
と

市
場
が
受
け
取
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
抑

制
機
能
へ
の
信
認
低
下
か
ら
、
国
債

売
り
が
強
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

日
銀
に
と
っ
て
は
、
物
価
抑
制
に

は
利
上
げ
が
必
要
と
な
る
一
方
、
利

上
げ
は
政
府
債
務
の
利
払
費
を
増
や

す
た
め
、
政
策
判
断
の
余
地
が
狭
ま

り
や
す
い
。
10
年
物
国
債
利
回
り
が

２
・
８
％
前
後
で
定
着
す
れ
ば
、
固

定
金
利
借
入
れ
や
社
債
発
行
に
加

え
、
設
備
投
資
の
採
算
判
断
に
用
い

る
借
入
金
利
の
前
提
も
上
方
修
正
を

迫
ら
れ
る
。
低
金
利
を
前
提
と
し
て

き
た
企
業
の
資
金
計
画
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
、
返
済
期
間
の
長
い
借
入
れ

ほ
ど
、
影
響
は
大
き
く
な
る
と
み
ら

れ
る
。　

金
利
上
昇
が
円
安
や
輸
入
物
価
上

昇
と
重
な
れ
ば
、
企
業
は
借
入
れ
の

借
換
時
期
や
固
定
金
利
・
変
動
金
利

の
比
率
に
加
え
、
増
加
し
た
コ
ス
ト

を
販
売
価
格
に
ど
こ
ま
で
転
嫁
す
る

か
も
見
直
す
必
要
が
高
ま
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

サ
ム
ス
ン・シ
ョッ
ク
の
意
味
す
る
も
の

証
　
　
券

７
月
７
日
、
韓
国
株
式
市
場
に
世

界
の
目
が
集
ま
っ
た
。
韓
国
の
ト
ッ

プ
企
業
で
半
導
体
大
手
の
サ
ム
ス

ン
電
子
は
大
幅
な
企
業
収
益
増
加

と
な
っ
た
が
、
株
価
は
約
10
％
下

落
し
た
。
サ
ム
ス
ン
が
発
表
し
た

２
０
２
６
年
４
―
６
月
期
の
決
算
に

よ
る
と
、
営
業
利
益
は
前
年
同
期
比

19
倍
の
９
兆
円
に
達
し
、
今
後
も
好

調
が
続
く
見
通
し
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
株
価
は
急
落
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
世
界
的
な
半
導
体

メ
ー
カ
ー
は
軒
並
み
大
幅
な
株
価
下

落
に
見
舞
わ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）、
半
導
体
産
業
が
株
式
市
場
の

リ
ー
ド
役
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
当

初
メ
モ
リ
ー
半
導
体
は
Ａ
Ｉ
と
距
離

が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
企
業
業
績
も

目
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
Ａ
Ｉ
向
け
の
半
導
体
需
要
の
拡
大

に
誘
発
さ
れ
て
、
今
年
、
爆
発
的
な

需
要
増
加
と
な
り
、
サ
ム
ス
ン
を
筆

頭
に
企
業
収
益
が
一
気
に
好
転
、
株

価
も
急
上
昇
し
て
き
た
。

サ
ム
ス
ン
の
決
算
は
メ
モ
リ
ー
半

導
体
の
需
要
爆
発
を
示
す
も
の
と

な
っ
た
が
、
株
式
市
場
は
株
価
材
料

が
出
尽
く
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
な
い
、
と
受
け
止
め

た
よ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
サ
ム
ス
ン

株
は
意
外
に
も
下
落
に
見
舞
わ
れ
、

韓
国
総
合
株
価
指
数
が
急
落
し
、
さ

ら
に
韓
国
以
外
の
市
場
へ
も
、
サ
ム

ス
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
広
が
っ
た
。
特

に
メ
モ
リ
ー
半
導
体
の
大
手
キ
オ
ク

シ
ア
を
擁
す
る
日
経
平
均
株
価
も
下

落
が
目
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
メ
モ

リ
ー
半
導
体
の
ウ
エ
ー
ト
の
低
い
台

湾
市
場
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
な

く
、
加
権
指
数
は
７
月
８
日
に
は
プ

ラ
ス
に
転
じ
、
韓
国
、
日
本
の
市
場

と
は
対
照
的
な
動
き
と
な
っ
た
。

サ
ム
ス
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
メ
モ
リ
ー
半
導
体
に

異
変
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
需
要
爆
発
に
持
続
性
は
あ

る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
提
起
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は

取
り
越
し
苦
労
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
株
式
市
場
は
メ
モ
リ
ー
半
導
体

に
冷
静
に
な
る
よ
う
促
し
た
の
で
あ

る
。こ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
半
導
体
メ
ー

カ
ー
の
株
価
は
調
整
気
味
に
推
移
す

る
だ
ろ
う
が
、イ
ラ
ン
情
勢
の
行
方
、

イ
ン
フ
レ
動
向
、
金
利
引
上
げ
な
ど

に
対
応
し
つ
つ
、
立
ち
直
り
の
機
会

を
み
つ
け
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。


